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新年あけましておめでとうございます。
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愛
媛
県
神
道
青
年
会
　
会
長

今
治
市
　
吹
揚
神
社
　
　
　

宮
　
司
　
田た

窪く
ぼ

　
大と
も

朗あ
き

　

新
春
を
寿
ぎ
、
謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の

弥
栄
を
お
慶
び
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
県
内
各
社

の
御
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

つ
い
先
日
、
一
月
号
で
新
年
の
御
挨
拶
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
が
、
早
い
も
の
で

あ
れ
か
ら
一
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

読
書
が
嫌
い
な
私
が（
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
が

限
界
）、「
一
秒
も
無
駄
に
す
る
な
」と
い
う
堀
江

貴
文
氏
執
筆
本
の
言
葉
に
心
を
惹
か
れ
て
、
珍
し

く
手
に
取
っ
た
事
が
昨
年
私
に
と
っ
て
の
一
番
の

出
来
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
感
化
さ
れ

て
、
お
社
が
少
し
で
も
発
展
す
る
に
は
い
か
に
す

べ
き
か
、
自
身
の
学
び
は
足
り
て
い
る
の
か
、
宿

題
を
後
世
に
残
さ
な
い
等
、
そ
し
て
何
よ
り
も
コ

ロ
ナ
禍
の
神
青
の
在
り
方
や
存
在
意
義
に
つ
い
て

悩
む
こ
と
も
多
く
、
神
社
の
周
年
事
業
も
相
ま
っ

て
様
々
思
い
を
張
り
巡
ら
し
た
一
年
で
し
た
。

　

昨
年
は
、
北
京
冬
季
五
輪
の
過
去
最
多
メ
ダ
ル

獲
得
・
ロ
ッ
テ
佐
々
木
朗
希
の
二
十
八
年
ぶ
り
完

全
試
合
・
大
谷
翔
平
選
手
史
上
初
ダ
ブ
ル
規
定
到

達
・
沖
縄
本
土
復
帰
五
十
年
等
、
明
る
い
話
題
が

あ
っ
た
反
面
、
安
倍
晋
三
元
首
相
が
奈
良
県
に
於

い
て
演
説
中
に
銃
撃
さ
れ
死
亡
し
た
事
件
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
、
国
内
外
で
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
為
、
尖
閣
諸

島
や
竹
島
、
北
方
領
土
問
題
や
北
朝
鮮
拉
致
被
害

者
の
継
続
的
な
救
済
は
も
と
よ
り
、
緊
迫
し
た
極

東
情
勢
に
於
い
て
、
防
衛
費
増
額
や
離
島
の
拠
点

化
・
装
備
品
の
拡
充
と
い
っ
た
今
後
の
防
衛
体
制
、

そ
れ
か
ら
、
中
国
海
警
局
と
対
峙
す
る
海
上
保
安

庁
が
抱
え
る
諸
問
題
の
解
決
、
そ
し
て
何
よ
り
も

憲
法
改
正
が
岸
田
首
相
政
権
下
で
ど
の
よ
う
な
展

開
に
な
る
の
か
、
非
常
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
我
々
愛
媛
神
青
は
、
再
発
足
五
十
周
年

事
業
と
し
て
、
令
和
四
年
五
月
十
八
日
に
愛
媛
県

神
社
庁
に
於
い
て
、
愛
媛
県
神
社
庁
三
輪
田
泰
生

庁
長
を
始
め
役
員
、
愛
媛
神
青
元
会
長
等
の
御
参

列
を
頂
き
、
周
年
奉
告
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
通

年
事
業
の
参
拝
啓
発
ポ
ス
タ
ー
発
送
や
定
時
総

会
、
ま
た
、
夏
越
祭
や
夏
祭
り
に
併
せ
て
移
動
社

務
所
を
稼
働
さ
せ
、
授
与
所
の
代
わ
り
と
し
て
お

札
や
お
守
り
、
御
朱
印
頒
布
を
行
い
、
県
内
各
社

の
発
展
に
寄
与
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
珍
し
い
の

も
相
ま
っ
て
、
大
人
か
ら
子
供
も
含
め
、
参
拝
者

か
ら
の
反
響
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
実
績
を
積
み

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
活
動
内
容
に
つ

い
て
は
後
ろ
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、
臨
時
総
会
・
慰
問
神
楽（
西
条
市
立

橘
小
学
校
）・
沖
縄
県
戦
没
者
遺
骨
収
集
事
業（
周

年
事
業
）始
め
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
の
中
央

研
修
会
が
四
国
地
区
主
管
の
徳
島
県
担
当
で
実
施

さ
れ
る
予
定
も
あ
り
、
年
明
け
か
ら
三
月
末
ま
で

事
業
が
多
く
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
前
に
程
遠
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、神
社
界
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、

ま
た
我
々
自
身
の
学
び
を
更
に
深
め
る
べ
く
、
こ

れ
か
ら
も
邁
進
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

皆
様
方
の
御
支
援
御
協
力
も
改
め
て
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
お
わ
り
に

　

海
外
に
比
べ
て
銃
犯
罪
が
少
な
い
日
本
に
於
い

て
、
安
倍
晋
三
元
首
相
が
撃
た
れ
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
衝
撃
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

衝
動
に
か
ら
れ
、
急
遽
自
民
党
本
部
ま
で
献
花
に

行
き
ま
し
た
。
雨
天
の
中
、
喪
服
の
方
、
私
服
の

方
、
ス
ー
ツ
の
方
等
様
々
で
、
傘
も
さ
さ
ず
に
濡

れ
な
が
ら
涙
を
流
す
人
、静
か
に
手
を
合
わ
す
人
、

遺
影
に
向
か
っ
て
何
か
を
語
り
掛
け
る
人
、
会
場

か
ら
な
か
な
か
離
れ
な
い
人
等
、
様
々
な
人
の
想

い
や
光
景
が
今
で
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。　

　

改
め
て
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶



貴重な体験となりました。
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者
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愛
媛
県
神
道
青
年
会 

監
事

松
山
市　

嚴
島
神
社

禰　

宜　

柳
原　

永
祥

神
道
青
年
全
国
協
議
会

硫
黄
島
渡
島
事
業

　

八
月
九
日
、
硫
黄
島
に
て
慰
霊
祭
を
行
う
と
共

に
、
戦
跡
や
遺
骨
収
集
の
現
場
を
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

前
日
に
集
合
し
て
研
修
が
行
わ
れ
、
戦
争
の
前

は
野
球
や
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
普
通
の

島
民
の
暮
ら
し
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
遺
骨
取
集
の

歴
史
に
つ
い
て
学
び
、
翌
日
に
入
間
基
地
か
ら
硫

黄
島
に
出
発
し
ま
し

た
。
搭
乗
し
た
Ｃ-

１

機
内
座
席
は
、
パ
イ
プ

フ
レ
ー
ム
に
布
張
り
の

簡
易
的
な
も
の
で
、
会

話
が
で
き
な
い
く
ら
い

の
騒
音
で
、
耳
栓
を
し

て
二
時
間
半
ほ
ど
か
け

て
到
着
し
ま
し
た
。

　

一
般
人
の
渡
島
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
硫

黄
島
で
す
が
、
事
業
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
特

別
に
許
可
さ
れ
て
お
り
、
到
着
し
移
動
と
同
時
に

硫
黄
の
独
特
の
匂
い
を
感
じ
な
が
ら
慰
霊
祭
の
会

場
に
向
か
い
ま
し
た
。
硫
黄
島
は
七
十
七
年
前
に

二
万
余
り
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
激
戦
の
地

で
す
。 

祖
国
や
家
族
の

為
に
犠
牲
と
な
っ
た
方
々

に
対
す
る
感
謝
と
敬
意
を

込
め
て
慰
霊
祭
を
行
い
ま

し
た
。
参
列
者
は
地
下
壕

の
中
で
水
を
激
し
く
求
め

た
で
あ
ろ
う
英
霊
の
為

に
慰
霊
碑
に
水
を
か
け
、

様
々
な
お
供
え
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

硫
黄
島
は
現
在
も
硫
黄
が
噴
出
し
て
お
り
、
場

所
に
よ
っ
て
は
百
度
以
上
の
蒸
気
が
上
が
り
、
地

下
壕
の
中
は
地
熱
で
サ
ウ
ナ
の
よ
う
な
状
態
で

す
。
手
彫
り
の
壕
は
狭
く
、
決
し
て
大
き
い
も
の

で
は
な
く
、
一
分
も
経
た
な
い
う
ち
に
汗
が
に
じ

ん
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
一
月
も
の
間
、

潜
伏
し
て
奇
襲
を
行
っ
て
い
た
と
思
う
と
い
た
た

ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
銃
撃

の
跡
の
残
る
壕

や
敵
の
砲
弾
が

め
り
込
ん
だ
砲

身
も
残
っ
て
お

り
、
過
酷
な
状

況
で
激
戦
が
行

わ
れ
た
様
子
が

伺
え
ま
す
。

　

遺
骨
収
集
は
未
だ
に
続
い
て
お
り
、
日
本
が
こ

れ
ま
で
に
収
容
で
き
た
遺
骨
は
、一
万
四
三
七
人
。

半
数
以
上
の
一
万
一
五
〇
〇
人
近
く
が
い
ま
だ
に

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
軍
は
、
全
長
十
数
キ
ロ
に
及
ぶ
地
下
壕
に

こ
も
る
持
久
戦
を
展
開
し
、
多
く
の
兵
士
は
壕
の

中
で
亡
く
な
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
壕

を
探
し
出
す
こ
と
自
体
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

遺
骨
収
集
事
業
は
、
一
九
六
八
年
の
返
還
後
に

本
格
化
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
戦
後
二
十
三

年
が
過
ぎ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
に
多
く
の
壕
は
埋

め
ら
れ
て
整
地
さ
れ
て
お
り
、
ど
こ
に
あ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
見
せ
て
い
た
だ
い
た
遺
骨
収
集
現
場
の
壕

は
五
メ
ー
ト
ル
以
上
地
面
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
に
発

見
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

愛
す
る
祖
国
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
戦
没
者
の

方
々
へ
改
め
て
敬
意
を
感
じ
る
と
共
に
、
そ
の
犠

牲
の
上
に
現
在
の
平
和
な

暮
ら
し
が
あ
る
こ
と
に
感

謝
い
た
し
ま
し
た
。

　

更
に
興
味
の
あ
る

方
は
、
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
に
て

元
島
民
の
方
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
今
回
の
渡
島
の

動
画
も
上
が
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

かっこいいですが、緊張します。

心からの感謝を申し上げました。

会を代表して参加しました。



しっかり錬成してきました。
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【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

松
山
市　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社

権
禰
宜 

宮
本　
　

僚

　

去
る
令
和
四
年
九
月
十
二
日（
月
曜
・
赤
口
）に

徳
島
県
の
鳴
門
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
海
月
・
大
毛
海

岸
に
て
第
二
十
二
回
神
道
行
法
錬
成
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
来
賓
に
は
徳
島
県
神
社
庁
長
圓
藤
恭

久
氏
を
お
迎
え
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
中
止
以
来
、
約
三
年
ぶ
り

と
な
る
禊
講
習
会
に
四
国
四
県
か
ら
二
十
三
人
の

神
職
が
集
ま
り
汗
を
流
し
錬
成
に
励
み
ま
し
た
。

道
彦
に
東
八
幡
神
社
宮
司
建
島
章
生
先
生
、
助
彦

に
大
麻
比
古
神
社
権
禰
宜
岩
野
孝
能
先
生
の
お
二

方
よ
り
御
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
國
學
院
大
學
か
ら
の
実
習
生
の
参
加

も
あ
り
、
正
に
青
年
期
の
神
職
が
四
国
に
集
う
と

い
う
様
相
で
し
た
。
天
候
は
夏
に
戻
っ
た
か
の
よ

う
な
暑
さ
と
照
り
返
し
で
し
た
が
、
大
毛
海
岸
の

海
は
心
洗
わ
れ
る
よ
う
な
涼
や
か
さ
に
凪
い
で
い

ま
し
た
。
神
社
で
は
な
く
ホ
テ
ル
で
の
開
催
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、
感
染
症
対
策
等
を
考
え
て
時

代
に
合
わ
せ
た
多
様
性
を
確
保
す
る
こ
と
も
教
化

活
動
で
の
挑
戦
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

　

神
職
生
活
初
め
て
の
神
道
行
法
錬
成
と
な
っ
た

実
習
生
達
は
当
初
た
ど
た
ど
し
さ
を
隠
せ
な
い
よ

う
で
し
た
。
特
に
鎮
魂
行
事
に
於
い
て
は
手
足
の

正
確
性
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、
若
き
実
習
生
達

に
と
っ
て
は
慣
れ
な
い
形
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
集
中
し
て
諸
先
生
と
自

身
を
比
較
し
順
調
に
修
正
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

無
心
に
な
り
行
に
努
め
る
こ
と
は
自
身
と
向
き
合

い
神
明
奉
仕
の
日
々
を
再
確
認
す
る
よ
う
で
あ

り
、
研
磨
を
重
ね
た
刀
身
が
艶
や
か
に
光
る
が
如

く
、
錬
成
に
励
む
神
職
を
鍛
え
る
も
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

例
年
で
す
と
錬
成
会
後
に
も
行
事
予
定
は
多
々

あ
り
ま
し
た
が
、
感
染
症
予
防
対
策
の
一
環
と
し

て
懇
親
会
は
省
略
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
同

じ
海
に
禊
ぎ
し
て
肩
を
並
べ
て
行
法
に
励
ん
だ
仲

は
縁
と
な
り
、
そ
し
て
何
時
か
ま
た
結
ば
れ
る
日

が
来
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

御
指
導
頂
き
ま
し
た
先
生
方
、
ま
た
御
準
備
頂

き
ま
し
た
神
道
青
年
四
国
地
区
評
議
会
・
徳
島
県

神
道
青
年
会
の
皆
さ
ん
に
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
を
以
て
、
御
報
告
と
致

し
ま
す
。

神道青年四国地区協議会　第 22 回神道行法錬成会　令和４年９月 12 日　於 鳴門グランドホテル海月・大毛海岸

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

第
二
十
二
回
神
道
行
法
錬
成
会



ぜひご活用ください。
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【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

副
会
長

八
幡
浜
市　

大
元
神
社

禰　

宜　
　

井
上　

雅
仁

神
社
名
：
大
元
神
社 

宮
司
名
：
井
上
正
博 

所
在
地
：
八
幡
浜
市
若
山
鎮
座 

神
社
名
：
三
島
神
社 

宮
司
名
：
佐
藤
肇
国 

所
在
地
：
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町

　
　
　
　
菅
生
鎮
座 

神
社
名
：
田
中
山
大
元
神
社 

宮
司
名
：
菊
池
国
興 

所
在
地
：
八
幡
浜
市
中
津
川
鎮
座 

神
社
名
：
三
島
神
社 

宮
司
名
：
一
宮
康
人 

所
在
地
：
八
幡
浜
市
保
内
町

　
　
　
　
宮
内
鎮
座 

神
社
名
：
八
幡
神
社 

宮
司
名
：
是
沢
邦
久 

所
在
地
：
西
宇
和
郡
伊
方
町

　
　
　
　
湊
浦
鎮
座 

令
和
四
年
七
月
十
七
日（
日
）

　
十
七
時
～
二
十
時 

　
　「
夏
越
祭
」の
特
設
会
場
に
て
設
置 

令
和
四
年
七
月
二
十
三
日（
土
）

　
十
八
時
～
二
十
一
時 

　
　「
夏
祭
」の
神
社
駐
車
場
に
て
設
置 

令
和
四
年
七
月
十
日（
日
）

　
十
七
時
～
十
九
時
三
十
分 

　
　「
夏
越
祭
」の
境
内
に
て
設
置 

令
和
四
年
七
月
二
十
八
日（
木
）

　
十
六
時
三
十
分
～
二
十
一
時 

　
　「
夏
越
祭
」の
神
社
境
内
に
て
設
置 

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日（
金
）

　
十
八
時
～
二
十
一
時 

　
　「
夏
越
祭
」の
神
社
境
内
に
て
設
置 

神
宮
大
麻
・
御
札
（
大
元
神
社
） 

御
守
り
・
御
朱
印

移
動
社
務
所
御
朱
印
・
限
定
御
朱
印

神
宮
大
麻
・
御
札
各
種

御
守
り
各
種
・
御
朱
印

限
定
御
朱
印
・
限
定
御
朱
印
帳 

神
宮
大
麻
・
御
札
（
大
元
神
社
）

御
守
り
・
御
朱
印
・
限
定
御
朱
印 

茅
輪
御
守
り
・
限
定
御
朱
印

三
島
風
鈴
・
御
神
籤（
三
種
） 

御
札
（
八
幡
神
社
）

輪
く
ぐ
り
の
唄（
短
冊
）

限
定
御
朱
印

参
列
・
見
学
者
数  

約 

一
〇
〇
名 

参
列
・
見
学
者
数  

約 

五
〇
〇
名 

参
列
・
見
学
者
数  

約 

三
〇
〇
名 

参
列
・
見
学
者
数  

約 

四
〇
〇
名 

参
列
・
見
学
者
数  

約 

六
〇 

名 

利
用
神
社

利
用
神
社

利
用
神
社

利
用
神
社

利
用
神
社

日
時
・
祭
典
情
報

日
時
・
祭
典
情
報

日
時
・
祭
典
情
報

日
時
・
祭
典
情
報

日
時
・
祭
典
情
報

頒
布
・
授
与
品
等

頒
布
・
授
与
品
等

頒
布
・
授
与
品
等

頒
布
・
授
与
品
等

頒
布
・
授
与
品
等

移
動
社
務
所

利
用
実
績

報
告
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移動社務所利用申請書 

 愛媛県神道青年会長 様 

神社名   大元神社      

役職・氏名 禰宜 井上雅仁             

 

 下記のとおり、移動社務所の利用を申請いたします。 

記 

年月日 神社名 宮司名 祭典等の名称 用途 

R4.3.6 大元神社（ｺｰﾄﾞ:    ） 
所在地：八幡浜市若山 

井上正博 特になし 
・授与品頒布  ・御朱印授与 

・ご祈祷受付 

・その他（         ） 

    
・授与品頒布  ・御朱印授与 

・ご祈祷受付 

・その他（         ） 

    
・授与品頒布  ・御朱印授与 

・ご祈祷受付 

・その他（         ） 

    
・授与品頒布  ・御朱印授与 

・ご祈祷受付 

・その他（         ） 

【申請時の注意事項】 

・当面は、青年会員が参加可能な日のみに限ります。 

・利用料は無償とします。（青年会員参加の場合に限る） 

・移動社務所で使用する授与品等は、各神社にてご準備ください。 

 

無料

愛媛県神道青年会事務局
TEL ０８９７−５５−４０４４　FAX ０８９７−５５−７２４２

移動社務所利用申請書

殿



たくさんの掲示をお願いいたします。
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去
る
九
月
十
五
・
十
六
日
午
後
六
時
よ
り
松
山

市
居
相
に
鎮
座
す
る
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
の
会
館

に
於
き
ま
し
て
令
和
五
年
度
ポ
ス
タ
ー
発
送
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
令
和
四
年
夏
当
時
は
感
染
拡
大

が
や
や
縮
小
傾
向
を
見
せ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
参
加
人
数
調
整
や
兼
業
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
り
、
昨
年
に
倣
っ
た
分
割
日
程
で
の
作
業
に
な

り
ま
し
た
。
会
員
さ
ん
に
も
ご
助
力
頂
き
ま
し
た

結
果
、
二
日
間
の
行
程
は
無
事
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
ま
し

て
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
皆
様
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
題
目
は「
心

の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね

よ
う
」で
す
。
神
社

と
は
古
来
よ
り
日
本

人
の
原
風
景
が
一
翼

を
担
い
続
け
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
多
く
に
現
代
人
は
心
か
ら
の
故
郷

を
見
失
い
、
テ
レ
ビ
・
ス
マ
ホ
の
中
に
映
る
世
代

共
通
の
風
景
を「
現
代
の
故
郷
」と
思
い
始
め
て

い
ま
す
。
確
か
に
歴
史
の
横
糸
で
見
れ
ば
そ
の
世

界
観
も
時
代
の
一
風
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ

連
綿
と
続
く
歴
史
の
縦
糸
を
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
過
去
と
未
来
を
繋
ぐ
心
の
ふ
る
さ
と

で
あ
る
神
社
に
多
く
の
方
が
お
参
り
さ
れ
る
こ
と

で
、
日
本
人
と
し
て
の
原
風
景
を
再
確
認
す
る
始

ま
り
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

さ
て
今
回
の
ポ
ス
タ
ー
で
す
が
、
今
ま
で
の
祝

年
早
見
表
に
加
え
て
厄
年
表
を
記
載
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
情
報
化
社
会
と
成
り
ま
し
た
昨
今
に
於

き
ま
し
て
は
厄
年
の
情
報
も
容
易
に
調
べ
ら
れ
る

時
代
で
は
有
り
ま
す
。
し
か
し
自
宅
に
て
厄
年
を

知
る
こ
と
、
神
社
に
て
厄
年
を
知
る
こ
と
、
そ
れ

は
お
参
り
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
は
異
な
る
印
象
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
社
頭
に
て
活
用
さ
れ
る
場

合
は
勿
論
の
こ
と
、
掲
示
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
見
て

参
拝
者
の
皆
様
が
神
社
に
お
参
り
、
ま
た
御
祈
祷

さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

松
山
市　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社

権
禰
宜 

宮
本　
　

僚

心
の
ふ
る
さ
と
を

訪
ね
よ
う

※年齢は数え年で記載しています。ご家庭の事情により、ご都合の良い時期にお参り下さい。 ※男女61歳を還暦祝いとして御祈願をする場合もあります。

お参り・ご祈祷は、お近くの氏神様・崇敬神社へご相談ください。
愛媛県神道青年会
ehimeshinsei .net

年 祝 い 七 五 三

白 寿 年　齢 数え年 満年齢99歳 大正14年

卒 寿 90歳 昭和　9年
平成29年 平成28年

平成30年
平成31年
令和元年

令和　3年 令和　2年

米 寿 88歳 昭和11年

傘 寿 80歳 昭和19年

喜 寿 77歳 昭和22年

古 希 70歳 昭和29年

還 暦 61歳 昭和38年

厄　　年

数え年 前　厄 本　厄 後　厄

61歳 昭和37年

42歳 昭和56年

37歳 昭和61年

33歳 平成　2年

25歳 平成10年

19歳 平成16年

昭和38年

昭和57年

昭和62年

平成　3年

平成11年

平成17年

昭和39年

昭和58年

昭和63年

平成　4年

平成12年

平成18年

三歳の男 • 女
髪 置 の お 祝 い

五歳の男児
袴 着 の お 祝 い

七歳の女児
帯 解 の お 祝 い

令和５年 癸卯
（皇紀2683年）

みずのと う

還 暦
（男女）

大 厄
（男性）

厄 年
（女性）

大 厄
（女性）

厄 年
（男性）

厄 年
（女性）

参
拝
啓
発
ポ
ス
タ
ー
発
送
事
業



貴重な体験となりますので是非ご参加ください。
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【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

監
事

松
山
市　

嚴
島
神
社

禰　

宜　

柳
原　

永
祥

　

令
和
四
年
十
月
二
十
七
日
、
沖
縄
本
土
復
帰

五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
沖
縄
県
護
国
神
社
に

て
斎
主
の
加
治
順
人
宮
司
を
は
じ
め
全
国
の
神
青

協
会
員
に
よ
る
祭
員
計
五
十
四
名
に
て
沖
縄
戦
全

戦
没
者
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
も

含
め
六
十
六
名
の
方
々
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
愛

媛
か
ら
は
田
窪
会

長
が
参
列
し
、
野

口
監
事
が
奉
仕
し

ま
し
た
。

　

多
く
の
祭
員
が

奉
仕
す
る
お
祭
り

で
し
た
の
で
、
準

備
や
着
替
え
の
部

屋
の
確
保
、
全
国

か
ら
の
お
供
え（
愛

媛
か
ら
は
勿
論
ミ

カ
ン
）の
確
認
、
当

日
欠
席
の
為
に
諸
役
の
変
更
な
ど
、
神
青
協
役
員

で
手
分
け
し
て
行
い
、
私
は
撮
影
係
と
し
て
全
員

の
顔
が
映
る
よ
う
記
念
写
真
の
配
置
や
場
所
の
確

保
、
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。

　

翌
日
、
神
青
協

と
全
国
氏
子
青
年

協
議
会
の
会
員

四
十
名
が
沖
縄
県

豊
見
城
市
の
旧
海

軍
司
令
部
壕
に
て

遺
骨
収
集
を
行
い

ま
し
た
。

　

戦
時
中
、
壕
内
に
は
約
四
千
人
の
兵
士
ら
が
い

た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
十
一

日
、
米
軍
に
よ
る
壕
へ
の
総
攻
撃
を
受
け
て
、
司

令
部
は
最
後
の
電
報
を
発
し「
壕
が
玉
砕
し
た
」

と
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
壕
の
詳
細
な
戦
死
者
数

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
援
隊
に
よ
る
約
百
五
十

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
未
公
開
の
坑
道
の
徹
底
調
査
に

参
加
し
ま
し
た
。
作
業
は
遺
骨
や
遺
留
品
を
傷
付

け
な
い
よ
う
に
慎
重
に
行
い
、土
の
表
面
を
削
り
、

ふ
る
い
に
か
け
ま
し
た
。
壕
内
は
狭
く
、
泥
ま
み

れ
に
な
り
、
全
身
か
ら
汗
が
吹
き
出
し
ま
し
た
。

当
日
も
複
数
遺
骨
な
ど
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
収
集

さ
れ
た
遺
骨
は
厚
生
労
働
省
に
よ
り
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

さ
れ
て
戦
没
者
遺
族
の
身
元
を
特
定
し
て
ご
遺
族

の
も
と
へ
返
還
さ

れ
る
予
定
で
す
。

今
の
日
本
が
あ
る

の
は
、
国
の
為
に

散
華
さ
れ
た
英
霊

の
お
蔭
だ
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

二
月
十
一
日
か

ら
十
三
日
ま
で
愛

媛
県
神
道
青
年
会
主
催
で
の
遺
骨
収
集
も
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
戦
後

七
十
七
年
が
経
ち
、
遺
骨
の
風
化
も
進
み
、
収
集

で
き
な
く
な
る
日
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
二
度
と

な
い
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　沖
縄
戦
全
戦
没
者

　
　慰
霊
祭
・
遺
骨
収
集



書き起こせないほど大変な盛り上がりでした。
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【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

伊
方
町　

九
町
八
幡
神
社

禰　

宜　

菊
池　

崇
史

　

例
年
、
四
国
地
区
持
ち
回
り
で
執
り
行
わ
れ
て

い
る
四
国
地
区
協
議
会
主
催
の
親
睦
会
・
顧
問
会
・

懇
親
会
が
令
和
四
年
十
二
月
七
日（
水
）に
愛
媛
県

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
砥
部
町
炎
の
里
に
て
砥
部
焼
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
土
の
塊
か
ら
捏
ね
ず
に
器
等
を
作
る

作
業
と
な
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
砥
部
焼
と
は
や
や

厚
手
の
白
磁
に「
呉
須
」と
呼
ば
れ
る
薄
い
藍
色

の
手
書
き
の
模
様
が
特
徴
的
で
あ
り
花
器
や
食
器

が
多
く
存
在
し
、
多
く

の
人
々
を
魅
了
し
て
い

ま
す
。
愛
媛
県
の
指
定

文
化
財
に
も
登
録
さ
れ

て
い
る
す
ば
ら
し
い
文

化
に
携
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
砥
部
焼
体
験
に

は
四
国
管
内
か
ら
有
志

十
五
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、

四
国
地
区
青
年
協
議
会

柳
原
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
土
の
塊
が
各
々
に

配
布
さ
れ
て
な
か
な
か
土
の
前
に
緊
張
さ
れ
て
い

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
で
製
作
・
・
・
と
な
る

は
ず
で
す
が
、
制
作
に
集
中
す
る
あ
ま
り
黙
々
と

作
り
た
い
器
等
を
試
行
錯
誤
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
方
よ
り
土
を
触
り
始
め
る
と
体
温
で

固
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
は
一
時
間
の
た
め
や
り
直
す
こ
と
が
困
難
で
あ

り
ほ
ぼ
ほ
ぼ
一
発
勝
負
と
な
り
ま
す
。

　

お
皿
系
統
を
製
作
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
中
、

ユ
ニ
ー
ク
な
お
皿
を
製
作
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。
五
稜
郭
の
よ
う
な
お
皿
を
製
作
し
て

い
る
方
も
お
ら
れ
た
り
、
な
か
に
は
ダ
ン
ベ
ル
の

よ
う
な
皿
？
を
製
作
し
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
し

た
。
私
自
身
は
あ
え
て
他
に
い
な
い
で
あ
ろ
う
と

湯
呑
み
系
統
を
製
作
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
隣
の
方
も
同
じ
湯
呑
み
を
製
作
し
て
い
た
の

で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

砥
部
焼
体
験
に
続

い
て
、
し
ば
ら
く
し

て
令
和
四
年
度
四
国

地
区
協
議
会
顧
問
会

が
助
格
三
番
町
店
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

顧
問
会
に
は
顧
問
で

あ
る
石
鎚
神
社 

権

宮
司 

十
亀
博
行
先

輩
、
高
知
県
仁
井
田

神
社 

宮
司 

吉
野
慶
先
輩
、
石
鎚
神
社 

権
禰
宜 

十

亀
雅
史
先
輩
に
お
越
し
い
た
だ
き
叱
咤
激
励
の
お

言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
令
和
三
年

度
及
び
四
年
度
の
活
動
報
告
を
各
事
業
担
当
よ
り

行
い
ま
し
た
。
続
い
て
令
和
五
年
三
月
八
日
・
九
日

に
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
る
中
央
研
修
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
次
期
会
長
と
し
て
高
知
県
鹿
児

神
社 

禰
宜 

池
上
晃
平

氏
が
選
出
さ
れ
た
こ
と

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
満
を
持
し
て

十
亀
雅
史
先
輩
の
号
令

の
下
乾
杯
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
数
年
間
の
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
懇
親

会
を
執
り
行
え
な
か
っ

た
影
響
で
か
な
り
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

会長から丁寧なご説明

青年会にかんぱ～い

かなり真剣 !!

我ながら自信作♪

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

親
睦
会
・
顧
問
会
並
び
に
懇
親
会



禰宜
菊池　崇史

宮司
進藤　雄作

宮司
田窪　大朗

権禰宜
曽我部洋輔

九町 八幡神社 今治市 吹揚神社

西予市 野坂神社 西条市 石鎚神社

正月飾り
紹 介
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我こそはと思う方はご連絡を♪

　
　

　

各
所
属
会
の
隔
た
り
が
最
初
か
ら
あ
っ
た
の
か

わ
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
、
意
気
投
合
し
て
い
て
か

な
り
団
結
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　

  

顧
問
会
次
第

　

開

会

挨

拶
…
二
宮
副
会
長（
徳
島
）

　

神

宮

遙

拝

　

会

長

挨

拶
…
柳
原
会
長（
愛
媛
）

　

顧

問

紹

介
…
野
口
事
務
局
長（
愛
媛
）

　

顧
問
代
表
挨
拶
…
石
鎚
神
社　

権
宮
司　

　
　
　
　
　
　
　
　

十
亀　

博
行　

様

　

役
員
紹
介

　
令
和
三
年
度 

活
動
報
告

　
令
和
四
年
度 

活
動
報
告

　
令
和
五
年
度 

活
動
計
画

　
そ
の
他

　

閉

会

挨

拶
…
大
久
保
副
会
長（
高
知
）

結束力は日本一 !!
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趣味が充実していて楽しそうですね。

　

私
が
バ
イ
ク
を
好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す

が
、
映
画『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』で
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
と

い
う
ヒ
ロ
イ
ン
が
カ
ッ
コ
良
く
バ
イ
ク
を
乗
り
回

し
て
た
の
を
見
て
、
私
も
あ
ん
な
風
に
バ
イ
ク
を

乗
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

元
々
乗
り
物
が
好
き
な
の
で
す
が
、
車
だ
と
頭

文
字
Ｄ
が
特
に
好
き
で
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
と
か
好
き

で
し
て
、
ま
た
特
撮
も
大
好
き
で
男
の
子
が
好
き

そ
う
な
も
の
ば
か
り
好
き
で
す
ね（
笑
）　　

　

高
校
生
の
時
か
ら
免
許
を
取
り
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
な
か
な
か
夢
が
叶
わ
ず
…
。
や
っ
と
バ
イ

ク
の
免
許
を
と
る
機
会
が
あ
り
、
夢
が
叶
い
バ
イ

ク
の
良
さ
に
魅
了
さ
れ
ド
ハ
マ
リ
し
て
し
ま
い
ま

し
た（
笑
）

　

バ
イ
ク
は
生
身
で
危
険
な
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
に
山
や
海
沿
い
を
走
れ
ば
、
風
と

一
体
に
な
れ
て
、
自
然
を
感
じ
る
事
が
で
き
、
景

色
を
楽
し
ん
だ
り
、
美
味
し
い
物
を
食
べ
に
ツ
ー

リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
と
一
人
で
も
複
数
人
で
も

楽
し
め
る
趣
味
で
あ
り
ま
す
。
免
許
歴
は
ま
だ
六

年
く
ら
い
で
す
が
、
四
国
内
や
淡
路
島
、
岡
山
、

広
島
、
島
根
、
鳥
取
に
は
行
き
ま
し
た
。
子
供
が

い
る
た
め
、
な
か
な
か
遠
出
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

た
ま
に
子
供
を
後
ろ
に
乗
せ
て
軽
く
山
で
走
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
子
供
も
バ
イ
ク
好
き
に
な
っ
て

く
れ
た
の
で
、
い
ず
れ
は
親
子
ツ
ー
リ
ン
グ
も
夢

で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
趣
味
の
バ
イ
ク
を
通
し
て
、
石
岡
神
社
に

も
多
く
の
バ
イ
ク
乗
り
の
参
拝
者
が
増
え
て
欲
し

い
な
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
有
難
い
事
に
お
話
を

戴
き
ま
し
て
、『
疾
風
巡
拝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』と
い

う
も
の
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
愛
媛
県
初
と
い

う
事
で
、
全
国
か
ら
徐
々
に
で
す
が
、
バ
イ
ク
乗

り
の
参
拝
者
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
野
望
…
い
え
私
の
や
り
た
か
っ
た
事
が

着
々
と
進
ん
で
嬉
し
い
限
り
で
す
。
い
ず
れ
は
、

神
道
青
年
会
の
バ
イ
ク
乗
り
を
集
め
て
ツ
ー
リ
ン

グ
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
神
社
巡
り
ツ
ー
リ
ン
グ

と
か
し
た
ら
楽
し
そ
う
だ
な
と
妄
想
し
て
お
り
ま

す
。
バ
イ
ク
乗
り
の
皆
様
ど
う
で
し
ょ
う
か
？（
笑
）

　

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん

な
形
で
神
社
界
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
！

《
取
材
：
菊
池　

崇
史
》

趣
味
人
第
十
四
回

〜
神
青
会
員
の
オ
フ
タ
イ
ム
〜

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

会
員

西
条
市
　
石
岡
神
社

禰
　
宜
　
越
智  

仁
美 

さ
ん



ご
案
内

またとない機会ですので是非参加しましょう。
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【
第
三
講
】

演
題
：「
次
世
代
に
繋
ぐ
」

講
師
：
山
田
　
　
実 

先
生

（
阿
波
お
ど
り
振
興
協
会
理
事
長
・　

天
水
連
連
長
）

　
第
二
日
目

　
【
第
四
講
】

演
題
：「
折
れ
な
い
心
」

講
師
：
ニ
コ
ラ
ス
・
ペ
タ
ス 

先
生

（
武
道
家
・
元
Ｋ

−１
フ
ァ
イ
タ
ー
）

参
加
費
：
一
五
、
〇
〇
〇
円

締
　
切
：
令
和
五
年
二
月
六
日
（
月
）
必
着
（
厳
守
）

主
　
題
：「
想
ひ
」
を
繋
ぐ

～
受
け
継
が
れ
し
も
の
を
次
の
世
代
へ
～

期
　
日
：
令
和
五
年
三
月
八
日
（
水
・
赤
口
）

～
九
日
（
木
・
先
勝
）

会
　
場
：
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

　
　
　

 

【
所
在
地
】
〒
七
七
〇-

〇
九
四
一

　
　
　
　
　
　
　
　

  

徳
島
県
徳
島
市
万
代
町
三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五-
一

　
　
　

 

【
連
絡
先
】
〇
八
八-

六
二
四-

一
一
一
一

研
修
内
容
：

　

第
一
日
目

　

【
第
一
講
】

演
題
：「
全
て
の
い
の
ち
に

優
し
い
世
界
」

講
師
：
安
藤
　
桃
子 

先
生

（
映
画
監
督
）

　

【
第
二
講
】

演
題
：「
伝
統
は
、

「
守
る
べ
き
も
の
」
な
の
か
」

講
師
：
矢
島
　
里
佳 

先
生

（
株
式
会
社
和
え
る
代
表
取
締
役
）

令
和
四
年
度

神
道
青
年
全
国
協
議
会
中
央
研
修
会

今
後
の
予
定

〇
新
年
研
修
会

主
　
題
：「
社
殿
護
持
～
こ
れ
か
ら
の
神
社
の
た
め
に
」

期
　
日
：
令
和
四
年
一
月
二
十
七
日
（
金
・
赤
口
）

会
　
場
：
愛
媛
縣
護
國
神
社

〇
慰
問
神
楽 

期
　
日
：
令
和
五
年
二
月
十
四
日
（
火
・
赤
口
）

会
　
場
：
西
条
市
立
橘
小
学
校

〇
愛
媛
県
神
道
青
年
会

　
再
発
足
五
十
周
年
記
念
事
業

　
沖
縄
県
戦
没
者
遺
骨
収
集
事
業

期
　
日
：
令
和
五
年
二
月
十
二
日
（
日
・
仏
滅
）

場
　
所
：
沖
縄
県
那
覇
市

会
　
費
：
三
万
円

〇
再
発
足
五
十
周
年

　
記
念
式
典
・
祝
賀
会 

期
　
日
：
令
和
五
年
四
月
十
九
日
（
水
・
赤
口
）

会
　
場
：
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山

※
詳
細
は
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

十
年
に
一
度
の

四
国
地
区
で
の
貴
重
な

開
催
と
な
り
ま
す


